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別紙 

令和６年度 学校運営連絡協議会実施報告書 

 
 

１ 組織   

 

（１）都立総合工科高等学校 学校運営連絡協議会（全日制課程） 

（２）事務局の構成 教務主任、進路主任、生活指導主任、工業科主任   計４名 

（３）内部委員の構成 

   校長、副校長、経営企画室長、教務主任、生活指導主任、進路指導主任、工業科主任 計７名 

（４）協議委員の構成 

      大学教授、ＰＴＡ会長、近隣中学校長、近隣小学校長、近隣自治会長、警察署生活安全課係長、 

近隣児童館長、近隣企業社長   計８名 

 

２ 令和６年度学校運営連絡協議会の概要 

 

（１）学校運営連絡協議会（第１～３回）の開催日時、出席者、内容、その他 

  〇第１回 【対面開催】令和６年６月２６日（水）16 時～17 時 本校 A 棟３階会議室 

協議委員・評価委員の委嘱状及び学校の活動について、委員紹介、令和５年度学校運営実績報告、 

令和６年度学校運営計画報告、質疑応答、意見交換 

  〇第２回 【対面開催】令和６年１１月２９日（金）16 時～17 時 本校 A 棟３階会議室 

令和６年度１０月までの活動実績報告、学校評価アンケートの内容検討、質疑応答、意見交換 

  〇第３回 【対面開催】令和７年３月１２日（水）16 時～17 時 本校 A 棟３階会議室 

令和６年度の教育活動全般に関する報告、学校評価アンケートの内容報告、質疑応答、意見交換 

 

（２）評価委員会の開催日時、会場、出席者 

   第１回【対面開催】令和６年１１月２９日（金）15 時 30 分～16 時 本校 A 棟１階校長室 

   内部委員 校長、副校長 計２名 

   外部委員 大学教授、ＰＴＡ会長 計２名 

   第２回【対面開催】令和７年３月１２日（水）15 時 30 分～16 時 本校 A 棟１階校長室 

   内部委員 校長、副校長 計２名 

   外部委員 ＰＴＡ会長 計１名 

 

３  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

 

（１）学校評価の観点 

  「学校への理解」「学校の意欲」「学校の実践」の観点において実施 

（２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

・２月 教職員 対象： 52 人 回収： 52 人    回収率：100％ 

・１月 全校生徒 対象：342 人 回収：198 人 回収率：57.9％ 

・１月 保護者 対象：342 人 回収：202 人   回収率：59.1％ 

・１月 地域・住民  回収：  7 人  

   

（３）主な評価項目 

「学校運営」「学習指導」「生活指導」「進路指導」「特別活動・部活動」「健康・安全」「施設・設備」 

「ライフ・ワーク・バランスの推進」の評価項について本年度の教育実態に合わせて設定 

 

（４）評価結果の概要 （校長や学校全般への意見・提言内容） 

・生徒の 85％以上の生徒が「学校生活が充実している」と回答しており、すべての質問項目において

肯定的な回答が否定的な回答を上回った。 

・保護者からも、「学校生活が充実している」との回答が 90％を超えており、概ね良好な結果である。 

 

（５）評価結果の分析・考察（校長や学校全般への意見・提言） 

・生徒アンケートでは、「部活動や学校行事は充実している」の質問項目に対して、肯定的な回答が 77.8%

に達するものの、否定的な回答も 15.7%あるため、より一層充実させる必要がある。 
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・保護者アンケートでは、「学校は、家庭との連絡を密接に行っている」の質問項目に対して、肯定的

な回答が 67.8%であるが、否定的な回答が 25.3%もあるため、次年度の課題としてとらえる。 

・地域アンケートの方々からは、温かい励ましとともに、時として厳しい意見を頂いている。生徒へ

の指導や、学校からの情報発信が強く求められている。 

 

４  学校運営連絡協議会の成果と課題（学校の自己評価へ反映） 

 

（１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

・進学率が年々上昇しているので、もっとアピールした方がよいという指摘をいただけた。 

・委員からの評価は教育活動の成果について肯定的であり、世田谷工業高校の時代と比べると学校が落

ち着いているという評価をいただいた。 

（２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

・学校評価アンケート結果からは、生徒・保護者ともに十分な満足が窺えるが、一方で Socity5.0 を支

える新たな時代の工業高校として取り組むべき課題も少なくない。 

・新たな工業教育改革に関する期待を寄せられている。 

 

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項（学校経営計画へ反映） 

    

（１）学校運営 

防災訓練等について地域コミュニティとの連携強化 

（２）学習指導 

工業改革に向けたアクションが重要であり、工業高校での技術指導についてＰＲが必要 

（３）特別活動 

体育祭の開催方法について検討が必要。課題研究発表会のさらなる充実を図る。 

（４）生活指導 

頭髪指導などは、生徒との対話を重視して行う。交通ルールや自転車の乗車マナーについて充実 

（５）進路指導 

大学進学率 47％を達成したので、さらに上昇させる。 

（６）健康・安全 

自転車のヘルメット着用は困難ではあるが、今後も推奨していく。 

 

 

６ 「学校が良くなった」と考える協議委員の割合 

 

（１）協議委員人数 ８人 

（２）学校が良くなった（肯定的な回答）と答えた協議委員の人数 ８人 

 

そう思う 
多少そう 

思う 

どちらとも

言えない 

あまりそう

思わない 

そう思わ 

ない 
分からない 無回答 

３ ５ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

 

  【実績】  職員会議 ０回     企画調整会議 ０回  

   【成果】  特になし 

  

８ その他 

 

・工業高校改革については、中学校だけでなく地域全体に発信し、総合工科高校をよりよく知っても

らうためのＰＲを継続して行く必要がある。 

・学校の教育活動が地域から評価されるにしたがい、地域コミュニティとの連携については時期・方

法など検討を進める必要がある。 

 


